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調査対象 

「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」の概要 

現在の医師の勤務実態や、働き方の意向・キャリア意識を正しく把握することを目的に、「医師の勤務実態及び働き
方の意向等に関する調査」を実施。 

◆ 全国の医療施設に勤務する医師（病床規模等により層化無作為抽出した医療施設に勤務する医師）を対象とした。また、医療

施設に対しても調査を実施。（調査実施日：平成２８年１２月８（木）～１４日（水）） 

◆ 調査対象数は全国の医師約１０万人と、初めての大規模全国調査。（回収済：15,677人） 

調査内容 

◆ 次の項目について重点的に調査を実施。 

   ① 出身地・出身医学部所在地・家族構成・収入等を含む、医師の属性に関する項目 

   ② 医師の勤務実態を詳細に把握するためのタイムスタディに関する項目 

   ③ 他職種との役割分担やキャリア意識等の将来の働き方に関する項目 

   ④ 将来の勤務地に関する意向等の医師偏在対策に関する項目 

結果の概要 

◆ 勤務時間について、性別、年代、勤務形態で大きく異なる。（p13～16） 

  ・ 20代勤務医（常勤）の「診療＋診療外」の時間は週平均55時間程度。これに当直・オンコールの待機時間（男性約16時間、 
   女性約12時間）が加わる。（p13） 

◆ 育児中の働き方について、「休職・離職」した医師の専門医取得率は、他の働き方を選択した医師よりも有意に低い。（p18） 

◆ 他職種との分担可能な業務について、調査した５種の業務に要する時間のうち１日当たり平均47分を分担可能。（p20～21） 

◆ 医師のキャリア意識について、年代が高くなると、希望がより多様化する。（p23） 

◆ 地方勤務する意思がある医師の割合は約半数（p24）、長期間勤務する意思がある医師の割合が高い。（p25） 

◆ 地方勤務を希望する期間は年代で変化。若い医師は「２～４年」を多く選択する一方、年代が高くなるにつれて「５～９年」や
「10年以上」を選択する医師の割合が増える。（p26） 

◆ 地方勤務を希望する意思がない理由も年代と共に変化。20代医師は、「専門医資格の取得」が特徴的。30・40代医師は、 
「子供の教育」が理由として高い。どの年代でも「仕事内容」、「労働環境」が共通の障壁。（p27～29） 
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※（ ）内は該当するページ番号 



• 医師調査票：約10万人を調査対象として配布 

• 医療施設票：12,035 施設に配布 

– 病院：2,331 件 

 

• 回収数 

– 医師調査票：15,677 件 

– 医療施設票：  3,126 件 
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調査について 



配布・回収方法 

医療施設 

医師 

医師 

医師 

調査票 
回収用封筒 

回収 

4 
各医師から郵送 
医師のプライバシーを保護 

○ 医療施設に調査票と回収用封筒を送付。 
○ 医師のプライバシーを保護するため、回収は、医療施設を介さず、各医師が個別に回
収用封筒で回答を送付。 
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性別の割合 
○ 回答者の２３％が女性医師。 

 ※ 三師調査における女性医師の割合とほぼ同一。 



○ 三師調査の結果と比較すると、男性の回答者のうち、20代の回収率がやや低く、30代
から40代前半の回収率はやや高い傾向にあるが、概ね分布を再現している。 
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年齢分布（男性） 
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年齢分布（女性） 

○ 三師調査の結果と比較すると、女性の回答者のうち、20・30代の回収率がやや低く、
50代以上の回収率がやや高い傾向にあるが、概ね分布を再現している。 
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地理分布 

○ 北海道の稚内市から沖縄県の石垣島まで、全国各地から回答が寄せられた。 
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診療科の分布 

○ 診療科の分布は、三師調査の結果と概ね一致し、内科系の診療科の回答が最も多い。 
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勤務形態 

○ 非常勤医師についても約2,000件の回答があり、常勤・非常勤を合わせて勤務医につ
いて十分な分析が可能。開設者についても2,500以上の回答を得た。 



タイムスタディ 
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１２月８日（木）〜１２月１４日（水）の１週間 
「診療」「診療外」「当直・オンコール」の時間について記録 



タイムスタディ：集計 
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常勤の２０代男性勤務医 

Aさん 

Bさん 

Cさん 
休暇 

１２月８日（木） 

１２月８日（木） 

１２月８日（木） 

集計された結果 
 

縦軸：働いている２０代男性勤務医（常勤）の割合 
横軸：時間（３０分刻み） 

診療 

診療外 

当直・オンコール 

診療 
診療外 
当直・オンコール 

（実施時間を黒塗り） 

１２月８日（木） 

○ 性別、年代別、勤務形態別に30分刻みのタイムスタディを集計。下右図は、調査初日
の１２月８日に20代男性の勤務医（常勤）が「いつ」「どのような業務をやっていたのか」を
示している。 
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平均値（時間） 

男性 
  勤務医（常勤）   勤務医（非常勤） 

  診療＋診療外 当直・オンコール   診療＋診療外 当直・オンコール 

              

 20代   57.3 18.8   55.8 14.2 

 30代   56.4 18.7   54.2 16.5 

 40代   55.2 17.1   45.5 8.6 

 50代   51.8 13.8   37.6 8.9 

 60代   45.5 8.0   30.3 5.0 
              

女性 
  勤務医（常勤）   勤務医（非常勤） 

  診療＋診療外 当直・オンコール   診療＋診療外 当直・オンコール 

              

 20代   53.5 13.0   54.5 12.7 

 30代   45.2 10.7   36.7 4.9 

 40代   41.4 9.0   25.3 1.0 

 50代   44.2 7.8   25.5 1.8 

 60代   39.3 3.4   25.9 1.3 

勤務時間（性別・年代別・勤務形態別） 

○ 勤務時間（「診療」＋「診療外」）は、年代が上がるにつれて減少する。 
○ 20代の勤務医（常勤）の勤務時間は、週平均55時間程度。これに当直・オンコールの
待機時間が加わる。 

※表中の診療＋診療外には、当直・オンコール中に行った診療・診療外の時間も含む 

このうち、待機時間
は約16時間 

このうち、待機時間
は約12時間 
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（時間） 

 診療科 診療＋診療外 当直・オンコール 

      

内科系 51.7 12.6 

外科系 54.7 16.5 

産婦人科 50.6 22.8 

小児科 50.2 16.0 

救急科 55.9 18.4 

麻酔科 49.1 16.7 

精神科 43.6 11.9 

放射線科 51.9 10.2 

臨床研修医 53.7 13.5 

※表中の診療＋診療外には、当直・オンコール中
に行った診療・診療外の時間も含む 

診療科別勤務時間（勤務医（常勤）） 

○ 救急科、外科、臨床研修医は勤務時間（「診療」＋「診療外」）が特に長い傾向がある。 



○ 男性の常勤勤務医のうち、勤務時間（「診療」＋「診療外」）が週60時間以上は27.7％。
女性については、17.3％。 
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男性 勤務医 女性 勤務医 
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常勤 

診療＋診療外 
60時間以上 

27.7% 常勤 

診療＋診療外 
60時間以上 

17.3% 

勤務医 勤務形態別「診療」＋「診療外」時間分布 



男性 女性 
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○ 男性の常勤勤務医は、20代～40代は「50～60時間」にピークがあり、50代以降、ピーク
が下がってくる。女性の常勤勤務医は、20代は「50～60時間」にピークがあり、30代～50
代でピークがいったん下がり、60代でさらにピークが下がる。 

勤務医（常勤） 「診療」＋「診療外」時間分布 年代別 
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男性 女性 

○ 子どもがいる場合は、いない場合と比較して、既婚の女性の常勤勤務医は勤務時間
（「診療」＋「診療外」）が短くなる傾向がある一方、既婚の男性の常勤勤務医は勤務時間
が長くなる傾向がある。 

勤務医（常勤） 家族構成と「診療」＋「診療外」時間分布 



18 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7

男性 女性 
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未就学児の育児中の働き方 
非常勤医師だと 
25%に上昇 

理想 

現実 

理想 

現実 

○ 男性医師は、未就学児の育児中、子育て前と同じ働き方を希望する割合が最も多く、
実際に子育て前と同じ働き方をしている割合は約８割。 

○ 女性医師は、「時間短縮勤務」「勤務日数減」「業務内容軽減」を希望する割合が多い。
また、現在常勤医師の１割、非常勤医師の４分の１が「休職・離職」を経験。 

育児中の働き方（常勤医師） 



1 

n=468 

n=484 
n=499 

n=726 
n=168 

n=246 

p = 2.61e -6 

○ 育児中、休職・離職した女性医師は、他の勤務形態を取った女性医師と比較して、専
門医資格の取得率が有意に低い。 

育児中の勤務形態と専門医取得（女性） 
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５０代以下常勤医師 
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他職種(看護師や事務職員等のコメディカル職種)との分担
（12月14日の１日に費やした時間（分）） 



○ １日で５つの業務に費やした平均約 240 分のうち、20%弱（約47分）が他業種に分担可能。 

他
職
種
に
分
担
で
き
る
割
合
（％
）

 

院内の物品の 
運搬・補充、患者の 
検査室等への移送 

患者への 
説明・ 
合意形成 

血圧などの 
基本的な 

バイタル測定 
・データ取得 

医療記録 
(電子カルテの記載) 

医療事務(診断書等 
の文書作成、予約 

業務) 

５０代以下常勤医師 
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他職種(看護師や事務職員等のコメディカル職種)との分担
（他職種に分担できる割合（％）） 



全体 
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(人) 

○ 全年代のキャリア意識では、一番多いのは勤務医、二番目が開業医、三番目が研究
教育。 

キャリア意識 



(％) 

下がった 

高い 

高い 

開業指向 高い 

高くなった 

○ 30代以下の医師は、キャリアとしてほとんどが勤務医、開業医、研究教育を希望する
が、40・50代はそれらを希望する割合が下がる一方、介護・福祉分野、産業医の希望が
増え、希望するキャリアが多様化する。 

キャリア意識 世代別 

高くなった 
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（％） 
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ある ない 記載なし 

○ 医師の44％が、今後、地方（東京都23区及び政令指定都市、県庁所在地等の都市部
以外）で勤務する意思がある。 

東京都23区及び政令指定都市、 
県庁所在地等の都市部以外で勤務する意思 

全体 
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意志なし 半年 1年 2-4年 5-9年 10年以上 

（％） 
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○ 50代以下の勤務医のうち約半数が、今後、地方で勤務する意思がある。その期間につ
いては、半年や１年を希望する割合は低く、10年以上を希望する割合は30％近い。 

地方で何年勤務する意思があるか 
 （50代以下勤務医） 

このスライド以降 
「東京都23区及び政令指定都市、 
県庁所在地等の都市部以外」 を 
「地方」と表します 

意思なし 



○ 20代の勤務医のうち、60％が地方で勤務する意思があると回答。 
○ 地方で勤務する意思がある医師は、20代は２～４年間を希望する割合が多く、30代以
上は10年以上を希望する割合が高くなる。 

0

20

40

60

80

100

半年 

1年 

2-4年 

5-9年 

10年以上 

（％） 

意思ありと 
回答した人数/ 
各年代全体の人数 
(意思ありの割合) 

645/1080 
(60%) 

1867/3605 
(52%) 

1629/3382 
(48%) 

1308/2583 
(51%) 

700/1717 
(41%) 
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地方で何年勤務する意思があるか 
（勤務医のみ、年代別） 



○ 20代医師で地方で勤務する意思がない理由の上位は、労働環境への不安、希望する
内容の仕事ができないこと、医局の人事のため選択の余地がないこと。また、専門医の
取得に不安があることもこの世代に特徴的な上位の理由。 
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240
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20代で 
高い 

高い 

高い 

高い 
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地方で勤務する意思がない理由（20代） 



○ 30・40代医師で地方で勤務する意思がない理由の上位は、子供の教育環境が整っていな
いことや家族の理解が得られないこと。また、希望する内容の仕事ができないこと、労働環
境への不安は依然として上位の理由だが、専門医の取得への不安は理由として少ない。 
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20代で高く 
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高くなる 

高い 

地方で勤務する意思がない理由（30・40代） 
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依然として 
高い 

依然として 
高い 
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高い 

○ 50代以上の医師で地方で勤務する意思がない理由として、希望する内容の仕事がで
きないこと、労働環境への不安、家族の理解が得られないことは依然として上位。一方、
子供の教育環境が整っていないことは理由として少ない。 

地方で勤務する意思がない理由（50代以上） 

30〜40代 
で高いが 
50代以上 
で低くなる 
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「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」 
研究班 

○井元清哉 東京大学医科学研究所 ヘルスインテリジェンスセンター 健康医
療データサイエンス分野 教授 

大磯議一郎 浜松医科大学医療法学 教授 

中村利仁 夕張市立診療所 医師 

橋本英樹 東京大学大学院医学系研究科保健社会行動学分野 教授 

長谷川嵩矩 東京大学医科学研究所 ヘルスインテリジェンスセンター健康医
療データサイエンス分野 助教 

古谷知之 慶應義塾大学総合政策学部 教授 

森田知宏 相馬中央病院 医師 

森田-竹内麻里子 南相馬市立総合病院 医師 

山口 類 東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センターＤＮＡ情報解析分
野 准教授 

湯地晃一郎 東京大学医科学研究所国際先端医療社会連携研究部門 特任
准教授 

五十音順   ○ 研究代表者 
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